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編
集
長
 
横
山
光
雄 

 

一
八
九
二
（
明
治
二
十
五
）
年
。
福
田
助
次
郎
師
が
横
浜
の

山
田
町
で
布
教
を
始
め
ら
れ
、
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
は
一

三
〇
年
と
な
り
ま
し
た
。 

山
田
信
二
連
合
会
長
が
二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
就
任

以
来
、
神
奈
川
山
梨
布
教
一
三
〇
年
を
め
ざ
し
て
様
々
な
行
事

を
企
画
し
て
参
り
ま
し
た
。 

教
会
の
枠
を
越
え
て
「
信
奉
者
が
広
く
連
帯
し
て
お
道
展
開

の
活
動
を
進
め
よ
う
」
と
い
う
目
標
の
中
で
、
お
道
の
仲
間
を

作
り
、
信
心
を
高
め
、
人
を
育
て
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

に
喜
び
を
現
し
、
さ
ら
に
そ
の
喜
び
を
伝
え
る
こ
と
が
私
た
ち

の
目
標
で
あ
り
ま
す
。 

金
光
英
子
先
生
が
神
奈
川
山
梨
布
教
一
三
〇
年
ご
霊
地
集
会

の
講
演
の
中
で
、「
で
き
る
こ
と
は
何
な
り
と
喜
ん
で
さ
せ
て
も

ら
い
ま
す
。
で
き
ぬ
こ
と
は
お
詫
び
を
申
し
ま
す
。
で
き
た
事

に
お
礼
を
申
し
ま
す
。」
と
い
う
こ
の
お
道
の
信
心
の
生
活
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
は
幸
せ
で
あ
る
、
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
し
た
。 

神
奈
川
山
梨
教
会
連
合
会
は
世
界
の
平
和
と
人
類
の
助
か
り

を
目
指
し
、
さ
ら
に
お
道
展
開
の
活
動
を
進
め
る
た
め
に
前
進

を
し
て
参
り
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
各
教
会
長
を
は
じ
め
多
く

の
信
奉
者
の
方
の
ご
協
力
の
下
に
冊
子
を
発
行
で
き
ま
し
た
事

は
誠
に
有
り
難
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 
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金
光
教
神
奈
川
山
梨
布
教
一
三
〇
年
記
念
誌 

「
喜
び
を
未
来
に
」 

二
〇
二
三(

令
和
五)

年
九
月
発
行 

発
行
者 

 

金
光
教
神
奈
川
山
梨
教
会
連
合
会 

代
表
者 
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二
四
五
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〇
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一
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横
浜
市
泉
区
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飯
田
町
九
二
六
番
地
二
三 

金
光
教
横
浜
西
教
会
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